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「主体的・対話的で深い学び」の焦点は、
教師が何をしたかではなく、児童生徒が
どう学んだか（＝学習過程の見とり）

①学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性
と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学
習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できて
いるか。

②子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え
方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「
対話的な学び」が実現できているか。

③習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質
に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付
けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題
を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりす
ることに向かう「深い学び」が実現できているか。

中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

及び必要な方策等について」（平成２８年１２月２１日）



授業デザイン
仮説の見直し

学習過程の
見とり

実践

デザイン

学びの過程に焦点をあてた授業研究のPDCAサイクル



主体的・対話的で深い学びを
支える授業研究の課題

過去の実践例活用の難しさ（＝時間的コストをか
けてオリジナルで作るか、とにかくそのままやるか）

近くに相談相手がいない（ex:全国の中学校の
約25%が5学級以下）

授業者が矢面に立つ授業研究

学びの見とりの難しさ

—子ども達の「考えながら話す」発話の聞き取りにくさ

—リアルタイム観察の限界（＝他の班の様子は？
前の場面でどう言っていた？）
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学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)
が次の学びの想定を支援

＊Plan/Action

授業デザイン
仮説の見直し

学習過程の
見とり

実践

デザイン

学びの過程に焦点をあてた授業研究のPDCAサイクルを
支えるテクノロジの活用

・授業づくりに過去の授業研究の記録を
参照しつつ、校内外の先生・研究者と議
論したい



授業研究のデータベース
～学譜システム～
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授業研究のデータベース～学譜システム～

過去の実践例の授業案、教材、振り返りシートを
検索できる

授業づくりの過程のやりとりを参照できる（「トピッ
ク」機能）

「内容が似ている」
実践例をリコメンド

過去の実践例を学習
指導要領の領域や学
年に即してマッピング
（「単元マップ」機能）
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事業開始時アンケート（R4年10-11月実施）
n=70(安芸太田47、飯塚18、久喜5)



学瞰レコーダー
（精緻な対話記録装置）
が対話を可視化

＊Do

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)
が次の学びの想定を支援

＊Plan/Action

授業デザイン
仮説の見直し

学習過程の
見とり

実践

デザイン

学びの過程に焦点をあてた授業研究のPDCAサイクルを
支えるテクノロジの活用

・授業づくりに過去の授業研究の記録を
参照しつつ、校内外の先生・研究者と議
論したい

・授業中の
つぶやきも含め、
子どもの学びを
みんなで見とりたい



精緻な対話記録装置～学瞰レコーダー～
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事業開始時アンケート（R4年10-11月実施）
5-2) n=75(安芸太田52、飯塚13、久喜10)
5-3) n=73(安芸太田51、飯塚13、久喜9)



学瞰レコーダー
（精緻な対話記録装置）
が対話を可視化

＊Do
学瞰システム

（授業モニタリングシステム）
が学びの事実に基づく
協同的な省察を支援

＊Check

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)
が次の学びの想定を支援

＊Plan/Action

授業デザイン
仮説の見直し

学習過程の
見とり

実践

デザイン

学びの過程に焦点をあてた授業研究のPDCAサイクルを
支えるテクノロジの活用

・授業づくりに過去の授業研究の記録を
参照しつつ、校内外の先生・研究者と議
論したい

・授業後は実際の子ども
の対話から気になる場面
を確かめつつ協議したい

・授業中の
つぶやきも含め、
子どもの学びを
みんなで見とりたい



学びの可視化システム～学瞰システム～
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学びの可視化システム～学瞰システム～

グループ活動時の個
別音声、映像を取り
込み商用のクラウド
音声認識システムを
活用してテキスト化

テキストと音声、映像
をリンクしたデータを
キーワード検索、任
意の箇所に絞って閲
覧できる
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事業開始時アンケート（R4年10-11月実施）
4-2) n=56(安芸太田44、飯塚7、久喜5)
4-3) n=51(安芸太田41、飯塚4、久喜6)



学瞰レコーダー
（精緻な対話記録装置）
が対話を可視化

＊Do
学瞰システム

（授業モニタリングシステム）
が学びの事実に基づく
協同的な省察を支援

＊Check

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)
が次の学びの想定を支援

＊Plan/Action

授業デザイン
仮説の見直し

学習過程の
見とり

実践

デザイン

学びの過程に焦点をあてた授業研究のPDCAサイクルを
支えるテクノロジの活用

・授業づくりに過去の授業研究の記録を
参照しつつ、校内外の先生・研究者と議
論したい

・授業後は実際の子ども
の対話から気になる場面
を確かめつつ協議したい

・授業中の
つぶやきも含め、
子どもの学びを
みんなで見とりたい

＋ コミュニティ

共通の視点で
授業づくりを進
める全国の仲間
との対話空間

授業研究の目的・
ビジョンや見とり

の視点の共有

次の実践につ
ながる学びの
記録と仮説の

共有



事例：若手教員の授業研究PDCA

P（検討会の前に）
・学譜システムの開発教材のページの「学年」「教科」で検索
・単元の進度にあっているという観点で教材を選択

小学校４年 算数科「面積のはかり方と表し方」
○児童は、長方形、正方形の面積は公式を使って求められる状態

○本時は、「そのままでは公式が使えない」場合の面積の求め方を考える場面

4㎝

３㎝
6㎝

3㎝



事例：若手教員の授業研究PDCA

P（事前検討）
・まず、過去の教材を、自分で実際に解いてみる
「このままでは、この学級の子どもたちは解けなさそう・・・。」
さて、どうアレンジするか？

・過去の実践者の「授業者のねらい」と
学習指導要領解説を紐解いていくうちに、
授業のねらいが明らかに

授業のねらい：
「合成・分解・変形など図形の構成についての見方を働かせて、
長方形・正方形を見出せば、複合図形の面積も求められる」

・ねらいを意識して、もう一度複数の教材を見ると・・・



事例：若手教員の授業研究PDCA
P（事前検討）
・過去の先生方同士のやりとりの中に次のコメントを発見

式と答えから、考えの方に子どもたちの目が向くのは、やは

り「式と答え」自体はある程度見えてきた状態で、「なぜこれ

でいいのか」「どうしてこうするのか」を答えないといけない

状況になったときではないかという気がします。

他方、この状況をどうやって作るかの策は多様にありうるか

と思います。・・・・



事例：若手教員の授業研究PDCA
P（事前検討）

検討を踏まえ、自分なりに教材を作成 ここまで120分

4㎝

３㎝
6㎝

3㎝

３つの考えを集めて、
⼀般化

【授業前の考え】

【A・B・Cのグループに分かれて考える】

【３つの考えを持ち寄って考える】

【授業後の考え】



事例：若手教員の授業研究PDCA
D：授業終了直後の感想は「意外とうまくいった！」

C：事後協議（70分）
見とりの共有

C1:あ、こうじゃない？これだったら、⻑⽅形
じゃけ求められるよ。

C2:これくっつけたら⻑⽅形になるじゃん。
C1:うん

C1:この合計をして、割り算をすればいい。
C3:ああ、そういうこと？

C2:全部で６６㎠ ６６÷２＝３３
C1:解けたね。
C3:うん、解けたね。

参観者にもCグループの話合いは、うまくいっていたように見えていた。

・活動で、A・Bの考えは割とうまく共有でき、
・最終的に全員が長方形と正方形を見い出して、面積を求めることができていた。
・ただ、Cの考えは、うまく使えず・・・。



事例：若手教員の授業研究PDCA
C：事後協議（70分）

・あれ？何が起こった？
・気になる場面をシステムを使って見直してみると・・・

2424
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C1:あ、こうじゃない？これだったら、長方形
じゃけ求められるよ。

C１:でも、これの求め方が分からん
C2:ここは３ｃｍ。

ここの長さとここの長さは同じじゃけ、
４ｃｍと６ｃｍよ。

C1:じゃけ、ここ９か。９と９で、１８。
１８と２４＋２４

T：今は数字はいらないよ。どうやって求めたかを
話し合ってね。

C2:これくっつけたら長方形になるじゃん。
C1:うん
C1:この合計をして、割り算をすればいい。
C3:ああ、そういうこと？
C2:全部で６６㎠ ６６÷２＝３３
C1:解けたね。
C3:うん、解けたね。

・参観者も授業者も思い込んでいて、
プロセスを聞き逃していた！
・対話の記録を見直すことにより、
Ｃ担当の児童がうまく説明できな
かった理由を推測。



120分の事前検討＋70分の事後協議後の若手教員の振り返り

A（次の授業につながる気付き）

○授業をやるときは、流すのが精いっぱいだった。
でも、システムも使って振り返ってみると、
「自分の見ていたつもりの事実とちがってた」というのが見えた！

○「今は数字は要らないよ、考え方だよ」と言いながら、
机間指導して回ったけれど、
子どもは、抽象的な概念と具体的な数字を行ったり来たりしながら
考えていた。自分の声掛けが邪魔していたかも！

○こんなふうに、 子どもの言葉を聞くのは大事

○子どもの実態に合わせて資料を作るのが
どういうことかが分かった。

○次の授業につながる！ＰＤＣＡを回すのって面白い！

事例：若手教員の授業研究のPDCA



システム（学譜と学瞰）が融合した授業研究を
いかに広く－学校・自治体を越えて－スケー
ルするか？

既存プロジェクトをベースに、「授業研究コミュ
ニティ」を創り上げていけるか？

実態調査から支援へ

本事業のねらい



学習科学（「人はいかに学ぶか」の科学）をベースに、

協調学習（一人ひとりの子どもが自分で考え、対話

を通じて理解を深める学び）実現のために、

平成22年度から研究者（CoREF）と全国約30
団体（教育委員会等）が連携し、校種・教科を超え
て「知識構成型ジグソー法」という手法を活用し
た授業研究を、オンライン＋対面での授業づくり
検討、研究会を通して行ってきたプロジェクト

どの学年・教科・単元で授業するか、MLで相談
するか、システムを活用するか、すべて自主裁量

新しい学びプロジェクト
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参加団体：28団体1,305名
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MLへの投稿数
(7080通）の
地域分布
（2010-2023）

ＭＬへの投稿も
自治体によって多様
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調査方法：MLに投稿された授業をリ

ストにして、自治体を介して、各教員
に授業創りに掛かった時間＊を本事
業開始前（事前）と開始後に分けて
報告してもらう。

結果：自治体の授業創りの実態やメ
ンタルモデル（例：「研究授業にはこ
れだけ時間をかけるもの」）を反映。
飯塚市が事業開始以後、時間短縮。

＊「授業案を書いたり，教材を探したり，学譜システム
を見たり，教材を何バージョンか作ったり，メーリングリ
ストに投稿したり，他の先生と議論したりする時間など
明確に費やした時間をご報告ください。」

実態を探る
「知識構成型ジグソー法」
授業創り所要時間



学譜システムの登録者数（折れ線）と

閲覧数（PV：ページタイプごと）

システムを使えば使うほど
授業創りの助けとなる
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一授業のアイデアも単元の
流れから着想する
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新・単元マップ（CoREF, 2023）



一授業のアイデアも単元の
流れから着想する
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単元情報

学譜教材

新・単元マップ（CoREF, 2023）



技術＋コミュニティでデータが生きる
引き起こしたい学びをイメージし（学譜）、皆で

学びを見とる（学瞰）繰り返しが、さらに次の授
業創りの資産になる。

まとめ
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技術＋コミュニティでデータが生きる
引き起こしたい学びをイメージし（学譜）、皆で

学びを見とる（学瞰）繰り返しが、さらに次の授
業創りの資産になる。

先生方の「主体的・対話的で深い学び」
を支えるコミュニティと技術の互恵深化
先生方がもっと効率的に授業アイデアを得て

気軽に発信して他人のアイデアも借りて

自分のアイデアを深めて、学びを見とる

⇒データも使いながら人が育つ仕組み

まとめと今後に向けて
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教育環境デザイン研究所/CoREFのHPをご覧ください
https://ni-coref.or.jp/


